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 はじめに
一般国道468号首都圏中央連絡自動車道（以下圏

央道と略す）は、平成15年（2003年）3月29日に、

つくば市内で初めて、つくば JCT —つくば牛久 IC間で

開通しました。市内の圏央道建設に際して、平成11年

（1999年）から23年（2011年）に多くの発掘調査が行

われました。圏央道の市内での開通から20年、その貴

重な発掘調査成果を見つめなおし、それぞれの時代毎

にテーマを設定して、特徴的な遺
い

構
こう

や出
しゅつどひん

土品が語るつ

くば市の歴史を紹介いたします。

1	旧石器～縄文
氷期が終わる頃の人々の痕跡
旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の終わり（1.8～1.6万年前）から縄
じょうもん

文時
じ

代
だい

の初

め（草
そうそう

創期
き

・1.6～1.2万年前）は、氷
ひょうき

期の終わる頃で、寒冷

な気候から急激な温暖化、そして再びの寒冷化といった気候

の変動期に当たります。日本列島で土器が作られるようになっ

たのも、この時期です。その頃つくばにやって来た人々の痕跡

が、圏央道の遺跡から見つかっていますので紹介します。

 ◆手
て

代
しろ

木
ぎ

田
た

向
むかい

西
にし

遺
い

跡
せき

の細
さいせきじん

石刃
手代木田向西遺跡（①）では、他時代の遺

い

構
こう

覆
ふく

土
ど

から、細石

刃2点、細
さいせきじんかく

石刃核6点が出土しています。細石刃は、カミソリの

刃のような小型の石器で、木や骨などでできた軸にはめ込み、

槍や鎌などの刃として使われたとされます。細石刃核は、細石

刃を剝がした残り部分です。細石刃には、より大型の道具を作

れるとともに、刃を交換することで補修ができ、さらに必要とす

る石材も少なくて済むという利点があります。関東地方では、旧

石器時代の終わりから縄文時代の初めに使われました。

 ◆手
て

代
しろ

木
ぎ

田
た

向
むかい

西
にし

遺
い

跡
せき

を遺した人々
手代木田向西遺跡の細

さいせきじん

石刃・細
さいせきじんかく

石刃核には、岩手県産の

黒
こくようせき

曜石、奥
おく

久
く じ

慈男
なんたいさん

体山周辺で採れるデイサイト（トロトロ石）、久慈

川産と思われる珪
けいしつけつがん

質頁岩が使われています。当時の人々は、広い

地域を移動しながら生活していたと考えられているため、手代木田

向西遺跡を遺した人々は、岩手県から福島県、茨城県北部を通っ

てやって来た可能性があります。

例言	1.	このパンフレットは、令和５年度文化財巡回企画展「発掘 ! ! 圏央道－つ
くば市内遺跡出土品展－」の展示内容を解説するものです。

	 2.	所蔵者や提供者を表記しており、表記のないものは、つくば市教育委員
会の所蔵です。

	 3.	御指導・御協力をいただいた方 ：々茨城県埋蔵文化財センターいせきぴ
あ茨城、公益財団法人茨城県教育財団、土浦市立博物館、東京国立
博物館、谷仲俊雄氏。
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※国土地理院「標準地図」をQGISとAdobe Illustrator にて編集。

圏央道建設に伴い発掘された主な遺跡
① 手

て

代
しろ

木
ぎ

田
た

向
むかいにし

西遺跡
② 梶

かじうちむかいやま

内向山遺跡
③ 中

なかうちにし

内西ノ
の

妻
つま

遺跡
④ 高

たか

須
す

賀
か

堂
どう

ノ
の

前
まえ

遺跡
⑤ 高

たか

須
す

賀
か

道
どうじょういり

城入遺跡

⑥ 高
たか

須
す

賀
か

中
なかだいひがし

台東遺跡
⑦ 平

たいらきただ

北田遺跡
⑧ 島

しま

名
な

ツバタ遺跡
⑨ 下

しもおお

大井
い

遺跡
⑩ 樋

ひ

ノ
の

沢
さわ

久
く ぼ

保遺跡

圏央道

手代木田向西遺跡　細石刃と細石刃核

破線は想定される移動ルート

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

黒曜石

珪質頁岩

ガラス質
黒色安山岩

メノウ

北上川折居
黒曜石

トロトロ石

那珂川

古鬼怒川

古東京川

久慈川

阿武隈川

太平洋
那珂川

古鬼怒川

古東京川

久慈川

阿武隈川

太平洋

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

黒曜石

珪質頁岩

ガラス質
黒色安山岩

メノウ

北上川折居
黒曜石

トロトロ石

山形方面

会津盆地

浜通り地方

下総台地

つくば

福島盆地

茨城県

福島県

▲

中通り地方

岩手県方面から

手代木田向西遺跡

▲

千葉県

高原山

男体山

想定される移動ルート
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 ◆梶
かじうち

内向
むかい

山
やま

遺
い

跡
せき

と中
なかうちにし

内西ノ
の

妻
つま

遺
い

跡
せき

の尖
せんとう

頭器
き

梶内向山遺跡（②）からは、柳の葉のような細長い尖頭器がまと
まって出土しています。本

もと

ノ
の

木
き

型
がた

と呼ばれるこれらの尖頭器の石材

には、ガラス質黒
こくしょく

色安
あんざんがん

山岩、黒
こくしょく

色頁
けつがん

岩、珪
けいしつけつがん

質頁岩が使われてお

り、新潟県や群馬県などでまとめて作られたものが遺跡周辺まで運

ばれて使われ、補修や作り直しがなされた後、捨てられたものと考

えられます。また、中内西ノ妻遺跡（③）からは、大型の尖頭器1点

が出土しています。石材は白色の珪質頁岩で、新潟県産のものと

似ているため、同地からはるばる運ばれたものかもしれません。

2	縄文　縄文海進の頃のムラ
1.1万年前頃に氷期が終わって温暖な気候になると、海面

が上昇していきました。これを縄
じょうもんかいしん

文海進と呼び、今から7千年

前頃にピークを迎え、海が現在よりも内陸に入り込んでいまし

た。その頃のムラの跡が高
たか

須
す か

賀堂
どう

ノ
の

前
まえ

遺
い

跡
せき

（④）と高
たか

須
す か

賀道
どう

城
じょう

入
いり

遺
い

跡
せき

（⑤）で見つかっています。両遺跡は、小
こ

貝
かい

川
がわ

へ続く谷
や

津
つ

に面した台地平坦部から斜面にかけて広がっています。

 ◆高
たか

須
す か

賀堂
どう

ノ
の

前
まえ

遺
い

跡
せき

のムラ　　
縄
じょうもん

文時
じ

代
だい

の竪
たてあなたてものあと

穴建物跡5棟、炉
ろ

穴
あな

7基、土
ど

坑
こう

101基が見つかりました。出土した土器から、

竪穴建物跡1棟と土坑2基が早
そう

期
き

前
ぜんよう

葉、土坑1基が早
そう

期
き

中
ちゅうよう

葉、竪穴建物跡4棟と炉穴7基、

土坑14基が早
そう

期
き

後
こうよう

葉のものと考えられています。炉穴は、穴と火を焚いた跡しか残っていませ

んでしたが、当時は図のようなかたちをしていて、屋外で煮炊きをしたものと考えられています。

市内では、根
ね

崎
さき

遺
い

跡
せき

などでも早期のムラの跡が見つかっていますが、数はとても少ないです。

当時の人々は、地域内のいくつかの場所を移動しながら暮らしていたと考えられています。

 ◆高
たか

須
す か

賀道
どう

城
じょう

入
いり

遺
い

跡
せき

のムラと墓
縄
じょうもん

文時
じ

代
だい

の竪
たてあなたてものあと

穴建物跡5棟、炉
ろ

穴
あな

2基、土
ど

坑
こう

307基が見つかりました。出土した土器

から、土坑1基が早
そう

期
き

前
ぜんよう

葉、炉穴2基と土坑4基が早
そう

期
き

後
こうよう

葉、竪穴建物跡1棟と土坑

10基が前
ぜん

期
き

中
ちゅうよう

葉、竪穴建物跡4棟と土坑11基が前
ぜん

期
き

後
こうよう

葉のものと考えられています。

前期の土坑には、人が埋め戻したような痕が見られ、副
ふくそうひん

葬品と考えられる石器や土器、頭

に被せていたのではないかと考えられる逆さで出土した土器などがあることから、墓穴で

ある可能性が考えられています。前期中葉以降になると、竪穴建物が環状に分布し、中

央などに墓域が配置されるムラが現れることから、ここもそうしたムラの跡かもしれません。

左：梶内向山遺跡 尖頭器　右：中内西ノ妻遺跡 尖頭器 

早期前葉（撚糸文期）
早期中葉（田戸上層式期）
早期後葉（子母口式期）
早期後葉（野島式期）
早期後葉（茅山下層式期）
早期後葉（茅山上層式期）
早期後葉（条痕文期）

� ��m

早期前葉（撚糸文期）
早期中葉（田戸上層式期）
早期後葉（子母口式期）
早期後葉（野島式期）
早期後葉（茅山下層式期）
早期後葉（茅山上層式期）
早期後葉（条痕文期）

� ��m

高須賀堂ノ前遺跡全体図　※『高須賀堂ノ前遺跡』に一部加筆

炉穴想像図

� ��m早期前葉（撚糸文期）
早期後葉（条痕文期）

前期後葉（浮島式期）
前期後葉（興津式期）

前期中葉（黒浜式期）
前期後葉（諸磯a式期）

早期前葉（撚糸文期）
早期後葉（条痕文期）

前期後葉（浮島式期）
前期後葉（興津式期）

前期中葉（黒浜式期）
前期後葉（諸磯a式期）

高須賀道城入遺跡全体図　※『高須賀道城入遺跡』に一部加筆

高須賀道城入遺跡
第32号土坑出土遺物
茨城県埋蔵文化財センター所蔵
写真提供：公益財団法人茨城県教
育財団

� �cm
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3 古墳１　古墳時代の豪族居館跡
つくば JCTの建設に際して発掘調査された梶

かじうち

内向
むかいやま

山遺
い

跡
せき

（②）
は、古

こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

後
こう

期
き

、6世紀後半の豪
ごうぞくきょかんあと

族居館跡が発見されたことで

大きな話題となりました。古墳が全国で約16万基確認されている

のに対して、居館跡は数百例しか見つかっておらず、つくば市内

唯一というだけでなく、全国的にも貴重な発見です。

 ◆二重の堀
ほりあと

跡に囲まれた豪
ごうぞ く き ょかんあ と

族居館跡
豪族居館とは、古墳に埋

まいそう

葬されるような地域の有力者が生前に

住んでいた屋敷のことで、居住地が堀や柵等で区画されているこ

とが特徴の一つです。

梶
かじうち

内向
むかいやま

山遺
い

跡
せき

の豪族居館跡では、長軸約90m、短軸約50m

の範囲を一部で二重となる堀
ほりあと

跡が囲んでおり、内
うちぼりあと

堀跡で囲まれた

内部に竪
たてあなたてものあと

穴建物跡19棟が造られています。堀跡は幅7～10m、

深さ30～100cmと広くて浅く、戦闘での防御には不向きですが、

一般集落から隔絶した外観となっています。

 ◆広場と生活の場
居
きょかんあと

館跡のうち、建
たてものあと

物跡がない外
そとぼりあと

堀跡と内
うちぼりあと

堀跡の間は、広場で

あったと考えられます。短辺だけを堀で区画するやや開放的な空間

となっており、多くの人が集まって作業や集会、儀式等を行った公

共的な場と推測されます。

一方、内堀跡に囲まれた約50m四方の内部は、私的な生活の

場と考えられます。竪
たてあなたてものあと

穴建物跡は3時期に分かれ、同時には7棟

前後がありました。建物跡の大きさは標準的で、出土品は日常的

な土器が主体です。また、財産を貯えた高
たかゆかそうこあと

床倉庫跡や祭
さい

祀
し

専用の

施設がないことも、他地域の大型の豪
ごうぞくきょかんあと

族居館跡と比べたときの特

徴となります。

 ◆梶
かじうちむかいやま

内向山遺
い

跡
せき

の居
きょかんあと

館跡と墓
居館の主である有力者の墓は、同時期で近くにある古

墳が候補となります。

57基からなる下
しもよこ

横場
ば

古
こ

墳
ふんぐん

群は、居館跡から見える南

西0.5km にあり、密接な関係があったと考えられます。

出土した埴
はに

輪
わ

には、材料となる粘土に雲
う ん も

母を多く含むこと

が特徴である筑
つく

波
ば

山
さんろく

麓で作られたものに加え、千葉県北

部のものと表現が共通している人
じんぶつ

物埴
はに

輪
わ

があることも注

目されています。しかし、直径20m程度の円墳が群内最

大級であり、居館跡に比べて小さく感じられます。

居館跡の南3km にある下
しもおお

大井
い

古
こ

墳
ふんぐん

群第5号墳は、

墳
ふんきゅう

丘長約42mの中型前
ぜんぽうこうえんふん

方後円墳です。下横場古墳群よ

りも距離は離れていますが、居館跡の内堀跡内部と規模

が近いことから、居館の主の墓とする説もあります。

梶内向山遺跡　豪族居館跡出土土器

竪穴建物跡
Ⅰ期
Ⅱ期
Ⅲ期

� ��m

張り出し部

外堀跡

外堀跡

内堀跡

張り出し部

外堀跡

外堀跡

内堀跡

土橋

土橋

スロープ状
施設

梶内向山遺跡　豪族居館跡平面図
※『梶内向山遺跡』から一部改変して作成

左：下横場古墳群第 51 号墳　円筒埴輪
右：伝下横場古墳群第 34 号墳　人物埴輪

東京国立博物館所蔵  Image:TNM Image Archives
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 ◆梶
かじうちむかいやま

内向山遺
い

跡
せき

の居
きょかん

館で暮らした人物
梶内向山遺跡の居館跡は見た目には隔絶したものですが、そこでの暮らしは民衆とあまり差がなく、財産も蓄積

していませんでした。この居館の主は、社会の階層化が進んでいく古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

にあって、民衆から抜け出して成長し

始めた有力者で、地域を代表する首
しゅちょう

長であったと考えられます。治めた範囲は小
お の

野川
がわ

中流の小地域と推測されます

が、下
しもよこ

横場
ば

古
こ

墳
ふんぐん

群の埴
はに

輪
わ

が示すように、居館の目前を流れる小野川の水運を通じて、筑
つく

波
ば

山
さんろく

麓から千葉県北部に

至る範囲の人々と交流した人物ともいえそうです。

4	古墳2　古墳時代の民衆の祭祀
中
なかうちにし

内西ノ
の

妻
つま

遺
い

跡
せき

（③）、高
たか

須
す

賀
か

中
なかだいひがし

台東遺
い

跡
せき

（⑥）、平
た い ら き た だ

北田遺
い

跡
せき

（⑦）、島
し ま

名
な

ツバタ遺
い

跡
せき

（⑧）では、古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

の集落跡が調

査され、石や土で作られた鏡
かがみ

や勾
まがたま

玉等の模
も

造
ぞうひん

品、小さく粗雑

な土器等が出土しました。これらの道具は、神を祀るときに実

用品の代わりとして使われたと考えられています。

 ◆石
せきせい

製模
も

造
ぞうひん

品とヤマト王権
古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

中
ちゅう

期
き

の5世紀を主とした中
なかうちにし

内西ノ
の

妻
つま

遺
い

跡
せき

では、滑
かっ

石
せき

という軟らかい石で、鏡
かがみ

を模した穴の空いた円形の板や、扁

平な勾
まがたま

玉、小さな臼
うすだま

玉等が作られました。つくば市内のほかの

遺跡では剣
けん

の形の模造品も出土しており、「三種の神
じん

器
ぎ

」とな

る鏡や玉、剣に霊力があるという信仰が、地方の民衆にまで広

がっていたことを示しています。

このような石製模造品は、全国的にほぼ同じ形をしており、

近畿地方の古墳にも大量に副
ふくそう

葬されたことから、地方のムラへ

の普及にもヤマト王権と繋がる技術者集団が関わったと推測さ

れています。

 ◆石
せきせい

製模
も

造
ぞうひん

品の使い方
石製模造品はほぼすべてに穴が空いています。『日

に

本
ほん

書
しょ

紀
き

』には、榊
さかき

に実物の鏡
かがみ

や玉
たま

、剣
けん

を垂らして地
ち

方
ほう

豪
ごうぞく

族が

天
てんのう

皇を出迎えたとする伝説が書かれており、模造品も主に榊に結び付けられて使われたと考えられています。

　一方で、つくば市内の集落跡では、竪
たてあなたてものあと

穴建物跡から1・2点程度が出土することが多く、廃棄した竪穴建物に

対して捧げるような使い方もしたと推測されています。

 ◆土
ど

製
せい

模
も

造
ぞうひん

品とミニチュア土器
6世紀になると石

せきせい

製模
も

造
ぞうひん

品は作られなくなりますが、

5世紀の高
たか

須
す

賀
か

中
なかだいひがし

台東遺
い

跡
せき

や6世紀の平
たいらきただ

北田遺
い

跡
せき

で

は、焼き物の模造品が出土しています。 中
なかうちにし

内西ノ
の

妻
つま

遺
い

跡
せき

の石製模造品と同様に鏡
かがみ

や玉
たま

類が模造されており、

土製模造品も同じような使い方をしたと推測されます。

また、ミニチュア土器も、古
こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

を通じて各地で

出土しています。実物のお供えものを入れた土器等に

代えて使われたと想像されます。

これらの出土品は小さく目立ちませんが、人々の生

活に神への祈りが定着していたことを伝えてくれます。

中内西ノ妻遺跡　石製模造品

平北田遺跡、高須賀中台東遺跡　土製模造品

高須賀中台東遺跡　ミニチュア土器
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5	古代　古代の「村落内寺院」
大陸からの仏教伝来以降、持

じ

統
とう

天
てんのう

皇6年（692年）までに造られた寺の数は全国で545寺にのぼります。飛
あ す か

鳥・

奈
な ら

良時
じ

代
だい

の仏教は、大
や ま と

和朝
ちょうてい

廷が推奨したことで広がっていきましたが、当初は地方では郡
ぐん

司
じ

クラスの者までに限ら

れていました。しかし、行
ぎょう

基
き

ら私
し ど

度僧
そう

の民間への布
ふ

教
きょう

活動などもあり、8世紀半ば以降には、地方のムラへも仏教

が浸透していきました。下
しも

大
おお

井
い

遺
い

跡
せき

（⑨）では、その頃の「村
そんらくない

落内寺
じ

院
いん

」跡が見つかっています。

 ◆集落遺跡で見つかった仏
ぶつどう

堂跡
あと

「村
そんらくない

落内寺
じ

院
いん

」とは、国
こくぶん

分寺
じ

や郡
ぐん

家
が

関
かんれん

連寺
じ

院
いん

と

は違う性格を持つ、集落遺跡内で確認された寺院

のことです。古代の下
しも

大
おお

井
い

遺
い

跡
せき

は、竪
たてあなたてものあと

穴建物跡を

主体とした集落跡ですが、桁
けたゆき

行4間・梁
はりゆき

行2間の

身
も や

舎に四
し

面
めん

庇
ひさし

がついた掘
ほったて

立柱
はしらたてものあと

建物跡が1棟確認

されています。

この建物跡は瓦
かわら

が出土していないことから、板
いた

葺
ぶ

きか茅
かや

葺
ぶ

き屋根と考えられます。また、柱
はしらあな

穴の

掘
ほりかた

方や列に規則性が乏しいことは、官
かんえい

営の施設の

建物とは異なっています。これらの特徴と、後述す

る仏教に関係する遺
い

物
ぶつ

の出土を考え合わせると、

在地有力者が建立した「村落内寺院」の仏堂と考

えられます。

 ◆仏教と関わる出土品
下
しも

大
おお

井
い

遺
い

跡
せき

からの出土品には奈
な ら

良・

平
へいあん

安時
じ

代
だい

の「上寺」などと書かれた

墨
ぼくしょ

書土
ど き

器、鉄
てっぱつ

鉢形
がた

土
ど き

器、灯
とうみょうざら

明皿、瓦
が

塔
とう

片などが確認されました。

灯明皿は、器に注いだ油に灯
とうしん

芯と

なる紐を浸して火を灯したもので、器

の縁にススが付着しています。古代の

集落跡での出土は珍しく、この遺跡で

は仏前に供える火を灯したものと思わ

れます。鉄鉢形土器は僧侶の修行の一

つである「托
たくはつ

鉢」（経文を唱えながら、食料や金銭を乞うこと）に使用する「鉄鉢」を模したものであることから、仏教に

関わると考えられます。瓦塔は寺院の塔を模した焼き物で、写真の破片は屋根の一部にあたるものです。舎
しゃ

利
り

を納めて

いる塔は寺院の主要な建物であり、これを模した瓦塔は、そのものが信仰の対象と考えられています。いずれも仏教と

関わりが深い出土品で、この地域に仏教が浸透していたことが分かります。

下大井遺跡　墨書土器「上寺」

下大井遺跡　第１号掘立柱建物跡　写真提供：公益財団法人茨城県教育財団

下大井遺跡　灯明皿 下大井遺跡　瓦塔片 塔（イメージ図）

下大井遺跡　鉄鉢形土器
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6	中世　戦国～江戸時代の墓
中世での墓への埋葬は、前半までは武

ぶ し

士や僧
そうり ょ

侶などの支配者層だけに限られていましたが、後半の戦
せんごく

国時
じ

代
だい

頃

になると、有力な農民などへも広がりました。下
しも

大
おお

井
い

遺
い

跡
せき

（⑨）では戦国時代に台地の端に造られた単独の土
ど

壙
こう

墓
ぼ

が、梶
かじうちむかいやま

内向山遺
い

跡
せき

（②）では戦国時代から江戸時代までの溝で区画された土壙墓群が確認されています。

 ◆副
ふくそうひん

葬品が豊富な土
ど

壙
こ う

墓
ぼ

下
しも

大
おお

井
い

遺
い

跡
せき

の台地の先端部

で、直径1m、深さ50㎝の土

壙墓が発見されました。骨は

一部しか残っていませんでした

が、ほぼ完形の瀬
せ と

戸・美
み の

濃産
さん

の端
は

反
ぞり

皿
ざら

、火
ひ

打
うち

金
がね

と火
ひ

打
うち

石
いし

、

銅
どうせん

銭6枚が出土しました。銅銭

が中国からの輸入銭（渡
と

来
らい

銭
せん

）

のみであることや端反皿の年代

から、16世紀頃のものと思わ

れます。銅銭は三
さん

途
ず

の川の渡し

賃ともされる六
ろくどうせん

道銭で、火打金と火打石も魔除けの意味があったのかもしれません。また、豊富な副葬品から、埋

葬されたのは村の有力者だったと思われます。

 ◆戦
せんごく

国時
じ

代
だい

からの土
ど

壙
こ う

墓
ぼ

群
ぐん

梶
かじうちむかいやま

内向山遺
い

跡
せき

の岬状に伸びた

低い台地先端部で、溝に区画さ

れた土壙墓53基が発見されまし

た。そのいくつかには、六
ろくどうせん

道銭や

かわらけ（土器皿）が副
ふくそう

葬されて

おり、その銭種などから16～18

世紀まで継続して埋葬されたこと

がわかります。埋葬形態も様々

で、体を折り曲げ寝かせた「臥
が

屈
く っ

葬
そう

」、座った状態の「座
ざ

葬
そう

」、体

を伸ばして寝かせた「伸
しんてん

展葬
そう

」な

どがありました。

埋葬された人々は梶内集落に暮らしていたことが推測され、墓地を集落の外れに造ることや、墓地を営んだ人々

が戦
せんごく

国時
じ

代
だい

から江
え ど

戸時
じ

代
だい

にかけて、継続して暮らしていたことがわかる遺跡です。

7	近世　村を区画する溝か
近世には、高度経済成長以前から存在していた伝統的な集落の基礎ができました。大

おおあざ

字名の多くは江戸時代の

行政区であった村の名前を由来としており、現在の道や地割、建造物にも江戸時代から引き継いだものが多く認め

られます。一方で、遺跡の調査によって現在は失われた江戸時代の景観がわかることもあります。その一例として樋
ひ

ノ
の

沢
さわ

久
く

保
ぼ

遺
い

跡
せき

（⑩）で発見された溝跡を紹介します。

下大井遺跡　土壙墓出土遺物

端反皿 火打金

銅銭

人骨

火打石火打石

端反皿 火打金

銅銭

人骨

火打石

下大井遺跡 土壙墓遺物出土状況
写真提供：公益財団法人茨城県教育財団

梶内向山遺跡　墨書土器「念誦□」梶内向山遺跡　土壙墓群
写真提供：公益財団法人茨城県教育財団



8

 ◆樋
ひ

ノ
の

沢
さわ

村
むら

の区画溝か

樋ノ沢久保遺跡では、現在の樋ノ沢集落の外れにあたる場所で、17～19世紀の溝跡が発見されました。上幅

0.9～3.4ｍ、深さ0.6～1.0ｍ、確認できた長さは南北40.8ｍで、さらに調査区外へ続きます。現集落から離れ

た場所を囲う溝跡は、17・18世紀の上
かみかやまる

萱丸古
ふる

屋
や

敷
しき

遺
い

跡
せき

で見つかっており、屋敷や耕地を含んだ村の範囲を大きく

区画したものと考えられています。樋ノ沢久保遺跡の溝跡も同様の区画溝であり、失われた江戸時代の村の景観を

示すものかもしれません。

また、溝跡から出土した多数の土器や陶磁器は、17世紀には土器や瀬
せ と

戸・美
み の

濃産
さん

の陶器が多く、18世紀以降

には次第に肥前産の磁器が増加、19世紀以降には瀬戸・美濃産の磁器など新たに生産が開始された製品が増加

するという変遷をしており、江戸時代の商品流通の変化を反映しています。

 おわりに
圏央道の下には、旧

きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

から江
え ど

戸時
じ

代
だい

までの遺跡が数多くありました。これらの中には、存在すら知られて

いなかったものもありましたが、圏央道の建設に伴う発掘調査によって詳細が判明しました。発見された人々の生活

の痕跡は、文字が使われる前の時代や、史料に書かれなかった人々の歴史を教えてくれました。

つくば市では、発掘調査で得られた多くの資料を保存・公開して、地域の歴史を伝えていきます。

発行：つくば市教育委員会（茨城県つくば市研究学園一丁目1番地1）  印刷：株式会社イセブ  発行年月日：令和5年（2023年）10月13日
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